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ワクチン接種のメリット・デメリット（別紙リーフレットあり） 
1-1) ワクチンを接種するメリット 
 新型コロナウイルスに感染しづらくなる。 
 万が一新型コロナウイルスに感染しても症状が出にくくなり、また咳や鼻水が出にくい

ことで飛沫を飛ばす機会が減り、人にうつすリスクが減る。後遺症の発症リスクを減ら
すことができる。 

 万が一新型コロナウイルス感染症を発症しても、重症化のリスクを大きく減らすことが
できる。 

 無症状で済んだとしても新型コロナウイルス感染後 2-6 週で発症する可能性のある小児
多系統炎症性症候群(MIS-C)の発症リスクを大きく減らすことができる。 

 1-2) ワクチンを接種するデメリット 
 ワクチン接種後、数日間は肩の痛み、頭痛、倦怠感、発熱といった副反応が出ることが

ある(特に 2 回目の接種後)。 
 ワクチン接種後に極めてまれに心筋炎を起こすことがある。武田/モデルナ製のワクチン

の 2 回目を接種した男性に比較的多い。(若年男性はファイザー製ワクチンを選択するこ
とでリスクを減らすことができる) 
国内では 10 万人接種あたりの心筋炎の発症頻度は以下の通り。（新潟県 12-15 歳人口は
令和 3 年 10 月時点で約 7.4 万人）。 

 
  



2-1) ワクチンを接種しないメリット 
 ワクチンの副反応がない 
2-2) デメリット 
 周囲に新型コロナウイルスが流行している限りは、新型コロナウイルスに対してマス

ク、手洗い、換気などの感染対策以上には追加の対策ができず、感染リスクをさらに減
らすことができない。 

 罹った場合に、味覚・嗅覚障害などの後遺症や重症化のリスクがある(ワクチン接種で後
遺症の発症や重症化が減少する)。 

 無症状で済んだとしても新型コロナ感染後 2-6 週で発症する可能性のある MIS-C の発症
を予防する手段がない。 

 
ワクチン接種前後の対応において小児特有の留意すべき点 
 特に思春期に、予防接種ストレス関連反応が発生しやすい。特に、注射への恐怖心が強

い場合、起立性調節障害を有する場合に起こりやすい。 
 ワクチン接種前後の不安、恐怖などのストレスを契機として、特に血管迷走神経反射が

起こり、失神することがある。 
 周囲の子どもの様子などの影響を受けて連鎖して生じることもある。 
 予防するためには①事前にワクチン接種に関する十分な説明を行い、不安の除去に努め

る②落ち着いた雰囲気でワクチン接種を行う③接種後 15 分は椅子に腰掛けるかベッドで
臥床する、ことが重要である。失神を起こす恐れがある場合には、あらかじめベッドで
臥床した状態でワクチンを接種し、接種後 30 分は体調変化の有無を観察する方法があ
る。 

 
集団接種の際の留意点 
 本人や保護者への十分な説明のための時間確保は当日のみでは困難なため、事前に説明

文書を渡して読んでおいてもらう。 
 接種後の有害事象に対して迅速な対応が可能な体制を準備しておく（その場でのアナフ

ィラキシーに対する処置やその後の搬送先医療機関の選定）。 
 接種後帰宅以降の体調不良時の対応も予め決めておく（かかりつけ医への受診など）。 
 接種を希望しない子どもが心理的に負担軽減となるよう、また、特定されづらくなるよ

うに、放課後や休日、長期休業期間などに接種日を設定する。 
 特別支援学校など、基礎疾患を有し重症化リスクのある子どもが複数在籍していて、個

別接種のためにかかりつけ医を受診する移動の負担が大きい場合には、集団接種を積極
的に考慮してもよい。  



ワクチンを接種しない子どもが差別やいじめを受けない配慮 
 ワクチン接種は強制ではないこと 
 様々な理由でワクチン接種ができない、もしくは希望しない人もいて、その判断は尊重

されるべきであること 
を子どもと保護者に理解を求める 
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